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特集1／ 能登半島地震と商工会議所  

特集 1 
能登半島地震と

商工会議所

　

石
川
県
能
登
半
島
を
中
心
に
発
生
し
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
能
登
半
島
地
震
。

地
震
に
加
え
、
日
本
海
沿
岸
の
広
範
囲
に
津
波
が

襲
来
し
、
奥
能
登
地
域
を
中
心
に
土
砂
災
害
や
火

災
、
液
状
化
現
象
、
家
屋
の
倒
壊
、
交
通
網
の
寸

断
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
日
本
商
工
会
議
所
を

中
心
に
被
災
地
支
援
が
始
ま
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
。
１
月
４
日
に
は
、
石
川
・
新
潟
・
富
山
・
福

井
県
内
38
商
工
会
議
所
に
、
能
登
半
島
地
震
の
特

別
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　

11
日
に
は
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
各
地
商
工

会
議
所
へ
義
援
金
募
集
を
要
請
。「
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
」「
被
災
商
工
会
議
所
の
再
建
」「
観

光
回
復
等
に
係
る
事
業
」
に
充
て
る
た
め
に
義
援

金
を
募
り
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
、
日
本
商
工
会
議
所
の
小
林
健
会
頭

が
被
災
地
で
あ
る
石
川
県
お
よ
び
富
山
県
の
商
工

会
議
所
連
合
会
を
訪
問
。
特
に
石
川
県
の
七
尾
、

輪
島
、珠
洲
商
工
会
議
所
の
被
害
は
甚
大
で
し
た
。

〈
管
内
人
口
〉 ４
万
７
２
９
１
人

〈
会  

員  

数
〉 

１
６
０
１
会
員

〈
主
要
産
業
〉 

食
品
、
漁
業
、

                   

観
光（
和
倉
温
泉
な
ど
）

〈
会
館
・
事
務
所
の
状
況
〉

●

全
職
員
の
無
事
を
確
認

●

商
工
会
議
所
会
館
は
概
ね
被
害
な
し

●

電
気
は
１
月
９
日
に
復
旧
、
断
水
は
継
続

●

中
心
商
店
街
の
一
本
杉
商
店
街
は
ほ
ぼ
壊
滅
状

態
●

能
登
観
光
の
中
心
地
で
あ
る
和
倉
温
泉
は
22

館
ほ
ぼ
全
て
休
業

〈
管
内
人
口
〉 ２
万
１
９
８
０
人

〈
会  

員  

数
〉 

１
０
０
８
会
員

〈
主
要
産
業
〉 

輪
島
塗
、
漁
業
、

　
　
　
　
　

  

観
光（
朝
市
な
ど
）

〈
会
館
・
事
務
所
の
状
況
〉

●

全
職
員
の
無
事
を
確
認

●

商
工
会
議
所
が
5
階
に
入
居
す
る
会
館
の
崩
壊

は
免
れ
た
が
、
１
〜
5
階
は
瓦
礫
の
山

●

電
気
は
１
月
16
日
に
復
旧
、
ガ
ス
・
水
道
は
不

通
●

代
替
事
務
所
を
準
備
中

●

観
光
の
中
心
で
あ
る
朝
市
は
地
震
火
災
で
壊
滅

●

輪
島
塗
業
者
の
被
害
は
甚
大

●

漁
港
は
隆
起
に
よ
り
機
能
停
止
多
数

〈
管
内
人
口
〉 

１
万
１
７
５
９
人

〈
会  

員  

数
〉 

５
３
７
人

〈
主
要
産
業
〉 

農
業
、
漁
業
、

                   

観
光（
見
附
島
な
ど
）

〈
会
館
・
事
務
所
の
状
況
〉

●

全
職
員
の
無
事
を
確
認

●

建
物
自
体
は
耐
震
構
造
の
た
め
会
館
の
機
能
に

問
題
な
し

●

水
道
不
通

●

市
内
の
家
屋
・
事
業
所
の
9
割
が
倒
壊
な
ど
の

深
刻
な
被
害
で
壊
滅
的
な
状
態

●

観
光
の
中
心
「
見
附
島
」
は
変
形

●

珠
洲
焼
は
炉
が
倒
壊
し
、
復
旧
は
不
透
明

   

　

17
日
に
は
、
経
済
産
業
省
が
立
ち
上
げ
た
「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
被
災
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
等
支
援
本
部
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
会

合
が
開
催
さ
れ
、経
済
産
業
省
の
齋
藤
健
大
臣（
当

時
）
な
ど
政
府
関
係
者
と
、
日
本
商
工
会
議
所
の

小
林
会
頭
や
被
災
地
商
工
会
議
所
の
会
頭
等
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
会
合
で
齋
藤
大
臣
は
「
こ
れ

か
ら
息
の
長
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
業
再
開
の
支
援
が

重
要
に
な
る
」
と
話
し
、「
被
災
者
の
生
活
と
生

業
支
援
の
た
め
の
パッ
ケ
ー
ジ
」
を
早
急
に
と
り
ま

と
め
、
そ
の
中
で
「
な
り
わ
い
補
助
金
」
を
措
置

す
べ
く
調
整
中
で
あ
る
と
発
言
。

　

こ
れ
に
対
し
小
林
会
頭
は
「
被
災
地
を
訪
問
す

る
と
、
報
道
以
上
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
と
痛
感
」

「
被
害
の
度
合
い
や
復
旧
・
復
興
の
方
向
性
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
り
違
い
が
あ
る
」
と
し
て
「
全

国
の
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
総

力
を
あ
げ
て
支
援
し
て
い
く
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
は
18
日
に
常
議
員
会
を
開
催

し
「
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
１
日
も
早
い
生
活
再

建
と
事
業
再
開
に
向
け
て
緊
急
要
望
」
を
決
議
。

　

こ
こ
で
は「
生
活
再
建
へ
の
万
全
の
支
援
と
生
活・

産
業
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
を
」「
早
期
の
事
業
再

建
・
再
開
を
後
押
し
す
る
大
胆
な
金
融
・
税
・
財

政
支
援
を
」「
販
路
拡
大
や
観
光
振
興
な
ど
地
域

の
賑
わ
い
回
復
に
向
け
た
支
援
を
」
の
３
項
目
に
わ

た
っ
て
要
望
。
そ
れ
ら
は
政
府
支
援
策
な
ど
に
盛

り
込
ま
れ
、「
被
災
者
の
生
活
と
生
業
支
援
の
た
め

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
１
月
25
日
に
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
月
１
日
に
は
、
生
業
支
援
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金 

災
害
支
援
枠（
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
）」

の
公
募
が
開
始
し
、
商
工
会
議
所
に
よ
る
被
災
事

業
者
支
援
体
制
が
徐
々
に
構
築
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

19
日
に
は
、
石
川
県
が
「
能
登
事
業
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
の
と
里
山
空
港
内
（
輪
島
市
）
に
開
設
。

自
治
体
や
支
援
機
関
、
専
門
家
な
ど
が
相
談
に
あ

た
り
ま
す
。
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
七
尾
、輪
島
、

珠
洲
商
工
会
議
所
に
代
わ
り
、
各
地
商
工
会
議
所

か
ら
経
営
指
導
員
等
の
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
各
地
商
工
会
議
所
か
ら
７
億
円
超

の
義
援
金
が
日
本
商
工
会
議
所
に
集
ま
り
、
義
援

金
募
集
が
終
了
し
た
８
月
に
は
８
億
３
０
０
０
万
円

に
上
り
ま
し
た
。
義
援
金
は
被
害
状
況
な
ど
を
勘

案
し
て
被
災
地
商
工
会
議
所
に
配
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
輪
島
市
役
所
内
に
輪
島
商
工
会
議

所
の
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
。
こ
ち
ら
も
各
地
商
工

会
議
所
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
て
対
応
に
あ
た

って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
懸
命
な
支
援
を
行
う
中
で
、
９
月

21
日
に
は
能
登
半
島
で
豪
雨
被
害
が
発
生
し
、
地

震
と
豪
雨
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
災
害
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
日
商
事
務
局
が
被
災
地
を
視
察

し
、
10
月
４
日
に
は
石
破
総
理
へ
現
場
の
ニ
ー
ズ
を

伝
え
る
と
と
も
に
「
地
域
の
早
期
復
旧
と
息
の
長

い
復
興
支
援
」
を
要
望
し
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
の
支
援
活
動

七尾商工会議所玄関前に発生した段差

輪島商工会議所内部の破損

輪島市朝市通りの被害状況を視察する
日本商工会議所小林会頭（左から3人目）

見附島の地震前（左）と後（右）

能登半島地震
発生から１年

　令和6年1月1日午後4時、石川県能登半島を中心にマグニチュード7.6の
激しい地震が発生しました。輪島市などで最大震度7を記録し、各地に大きな
被害をもたらしました。約1年を経過した現在も各地に災害の爪痕を残す能登
半島地震ですが、この特集では現地で支援業務に従事した当所職員の体験を
交えながら、商工会議所の被災地支援の取り組みをご紹介します。

商工会議所の被災地支援

被
災
商
工
会
議
所
の
状
況（
当
時
）

七
尾
商
工
会
議
所

珠
洲
商
工
会
議
所

輪
島
商
工
会
議
所
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事業継続計画（BCP）

①重要業務と目標復旧時間の決定
②事業継続戦略（復旧・代替等）
③業務復旧・再開体制と
　再開プロセスの明確化
④継続的改善プロセスの明確化と
　訓練計画策定

①事業継続力強化の必要性の認識
②災害リスクの認識と想定される
　被害の把握
③初動対応の策定
④事業継続に向けた事前準備
⑤実効性を高める取り組み（訓練等）

事業継続力強化計画
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当
所
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
の
要
請
に
基
づ

き
、
令
和
6
年
1
月
29
日
付
で
役
員
・
議
員
事

業
所
を
対
象
に
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
を
要
請
。

　

2
月
16
日
ま
で
義
援
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

合
計
2
9
6
万
円
が
集
ま
り
、
3
月
に
は
日
本

商
工
会
議
所
に
送
金
し
、
被
災
地
商
工
会
議
所
に

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
１
月
15
日
か
ら
窓
口
で
寄
付
金
の
募
集
を

行
い
、
そ
の
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
月
30
日
か
ら
市
内
事
業
所
を
対
象

に
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
、

3
月
に
調
査
結
果
を
公
表
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
被

災
等
に
よ
る
納
期
遅
延
な
ど
の
間
接
的
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
当
所
職
員
の
大
湾
政
哉
経
営
支
援

員
を
能
登
事
業
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
。
現
在

も
活
動
が
続
く
同
セ
ン
タ
ー
で
、
事
業
者
の
相
談

に
あ
た
っ
た
大
湾
経
営
支
援
員
に
当
時
の
状
況
を

聞
き
ま
し
た
。

―
能
登
事
業
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
か
。

大
湾 
元
日
に
ニュ
ー
ス
で
地
震
の
発
生
を
知
り
、
深

刻
な
状
況
を
伝
え
る
ニュ
ー
ス
が
次
々
に
報
じ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
被
害
の
大
き
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
た
被

災
地
支
援
が
は
じ
ま
り
、
２
月
に
は「
能
登
事
業

者
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
開
設

さ
れ
、
各
地
商
工
会
議
所

か
ら
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
所
で

も
候
補
者
を
募
る
形
と
な

り
、
被
害
の
ニュ
ー
ス
を
見
て

自
分
も
役
に
立
て
な
い
か
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
上
司
か
ら
打
診
が
あ
っ

た
際
に
は
す
ぐ
に
快
諾
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
商
工
会

議
所
と
の
調
整
な
ど
を
経
て

昨
年
６
月
17
日
（
月
）
か

ら
21
日
（
金
）
に
か
け
て
セ
ン
タ
ー
で
被
災
事
業

者
の
相
談
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

―
現
地
の
復
旧
状
況
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

ま
し
た
か
。

大
湾 

私
の
見
た
範
囲
に
な
り
ま
す
が
、
進
ん
で
い

る
被
災
地
も
あ
る
一
方
で
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
場
所
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

派
遣
最
終
日
に
、
ニュ
ー
ス
で
大
き
く
報
道
さ
れ

た
「
輪
島
朝
市
」
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
が
、

が
れ
き
の
山
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
光
景
を

見
て
復
旧
・
復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
ま

し
た
。

―
現
地
で
は
ど
こ
に
宿
泊
し
た
の
で
す
か
。

大
湾 

地
震
発
生
か
ら
半
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た

が
、
空
港
周
辺
の
復
旧
が
あ
ま
り
進
ん
で
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
周
辺
地
域
に
宿
泊
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
派
遣
さ
れ
た

職
員
は
七
尾
市
内
の
宿
泊
施
設
を
生
活
拠
点
と

し
、
毎
日
専
用
の
バ
ス
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路

の
混
雑
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
片

道
１
時
間
半
の
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
車
窓
か
ら
見
え
る

光
景
か
ら
被
害
の
深
刻
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

―
主
な
支
援
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

大
湾 
被
災
し
た
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

す
る
電
話
対
応
や
窓
口
対
応
が
中
心
で
し
た
。
お

お
む
ね
補
助
金
や
助
成
金
の
相
談
で
す
。
事
業
で

使
っ
て
い
た
事
務
所
や
業
務
車
両
、
機
械
な
ど
が

地
震
に
よ
っ
て
全
壊
・
半
壊
し
、
使
用
で
き
な
い
と

い
う
切
実
な
悩
み
を
抱
え
て
ご
相
談
に
見
え
る
事

業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
事
業
を
再
開
す
る
た

め
に
活
用
で
き
る
補
助
金
制
度
、
支
援
制
度
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
と
い
う
相
談
が
多
か
っ
た

で
す
。
相
談
に
み
え
た
事
業
者
の
多
く
は
、
補
助

金
の
申
請
が
初
め
て
の
方
も
多
い
の
で
、
私
た
ち
が

補
助
金
に
つ
い
て
説
明
し
、
必
要
書
類
の
確
認
や

書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
って
い
ま
し
た
。

―
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な
人
が
働
い
て
い

ま
し
た
か
。

大
湾 

石
川
県
な
ど
自
治
体
職
員
が
３
人
、
商
工

会
議
所
か
ら
の
派
遣
が
３
人
、
商
工
会
か
ら
の
派

遣
が
３
人
、
そ
の
他
に
社
会
保
険
労
務
士
や
行
政

書
士
、
中
小
企
業
診
断
士
と
いっ
た
専
門
家
の
方

も
い
ま
し
た
。
通
常
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
回
の
相
談
が
約
１
時
間
で
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り

１
日
３
つ
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
電
話
に

よ
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
し
、
相
談
内
容
の
報
告

や
共
有
な
ど
の
業
務
も
あ
り
、
多
忙
な
毎
日
で
し

た
。―

被
災
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
補
助
金
が
利

用
で
き
た
の
で
す
か
。

大
湾 

当
時
は
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
と
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
災
害
支
援
枠
）

が
中
心
で
し
た
。
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
は
、

能
登
半
島
地
震
に
被
災
し
た
石
川
県
内
に
事
業
所

を
持
つ
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
な
ど
の
復
旧・

復
興
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。
補
助
額

は
大
き
い
も
の
の
、
申
請
に
必
要
な
条
件
も
多
い
の

が
特
徴
で
す
。

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
災
害
支
援

枠
）
は
、
な
り
わ
い
補
助
金
同
様
に
能
登
半
島
地

震
で
被
害
を
受
け
た
小
規
模
事
業
者
な
ど
が
行

う
事
業
再
建
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
補
助
額
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

事
業
者
が
申
請
で
き
る
補
助
金
で
す
。
こ
の
よ
う

に
補
助
金
の
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
事
業
者
へ
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

―
補
助
金
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

大
湾 

私
は一般
的
な
補
助
金
の
知
識
や
経
験
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
被
災
地
に
対
す
る
補
助
金

が
中
心
で
す
の
で
、
今
ま
で
取
り
扱
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
補
助
金
申
請
支
援
の
知

識
や
経
験
を
も
と
に
、
被
災
地
支
援
策
を
き
ち
ん

と
把
握
・
理
解
し
て
業
務
に
当
た
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
者
に
よ
っ
て
被
害
規
模
が
違
い
ま

す
し
、
被
害
の
深
刻
さ
か
ら
廃
業
を
選

ぶ
事
業
者
も
い
ま
し
た
。
事
業
者
の
声

に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。

―
今
回
の
派
遣
を
通
じ
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

大
湾 

痛
感
し
た
の
は
「
事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
の
大
切
さ
」
で
し
た
。

そ
の
経
験
は
、
他
に
代
え
が
た
い
も
の

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
宇

都
宮
市
で
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

必
ず
役
に
立
つ
経
験
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
災

害
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
は
誰
に

も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
派
遣
を

通
じ
て
、
事
業
者
へ
災
害
に
備
え
る
必

要
性
を
い
か
に
訴
え
て
い
く
か
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

事
業
継
続
力
強
化
計
画
と
は
、
主
に
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
向
け
の
防
災
・
減
災
の
事

前
対
策
計
画
で
す
。
企
業
が
策
定
し
た
防
災
・

減
災
の
事
前
対
策
に
関
す
る
計
画
を
経
済
産

業
大
臣
が
認
定
し
ま
す
。
事
業
継
続
力
強
化

計
画
に
は
、
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）
策
定

時
に
も
共
通
す
る
重
要
な
要
素
が
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
簡
易
版
B
C
P
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
巨
大
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染

症
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
リ
ス
ク
が
格
段
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
事
業
継
続
力
強
化
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
万
一
の
災
害
時
の
危
機
対

応
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
社
の
経
営
資

源
で
あ
る
「
人
」「
建
物・設
備
」「
情
報
」「
物

流
・
調
達
」「
資
金
」
の
リ
ス
ク
を
抽
出
し
、
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
で
経
営
課
題
の
発
見
や
平

時
の
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
認
定
を

受
け
た
企
業
に
は
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
な
ど

の
補
助
金
の
加
点
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
低

利
融
資
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

当
所
で
は
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
ブ
ラ
ッ

シ
ュア
ッ
プ
等
の
策
定
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
1
年
。
こ
の
機

会
に
自
社
の
危
機
対
応
に
つ
い
て
、
も
う 

一
度

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

当
所
の
被
災
地
支
援
と

能
登
事
業
者
支
援
セ
ン
タ
ー
への
職
員
派
遣

災
害
に
備
え
て

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
せ
ん
か

特集1／ 能登半島地震と商工会議所
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栃
木
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー

地
ビ
ー
ル
か
ら
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
へ

新
し
い
波
の
誕
生

 

「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」施
行
か
ら
10
年

電
気
店
か
ら

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
へ
転
身

　

東
塙
田
１
丁
目
に
あ
る「
栃
木
マ
イ
ク

ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー
」は
、
横
須
賀
貞
夫
社
長

が
平
成
20
年
に
設
立
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
醸
造
所
で
す
。
今
年
で
17
年
目
を
迎

え
、
宇
都
宮
市
内
だ
け
で
な
く
全
国
に

多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
栃
木
県
を
代
表
す

る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　

入
り
口
に
は
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
設
け

ら
れ
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
奥
に
は
醸
造
設
備
が
あ
り
、
日
々
新

た
な
味
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
は
池
上
町
に「
ブ
ル
ワ

リ
ー
パ
ブ
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」を
開

店
。
店
舗
敷
地
内
で
醸
造
し
、
お
客
さ

ま
に
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
ち
ら
も
ビ
ー
ル

好
き
に
広
く
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
ビ
ー
ル
造
り
を
学
び
始
め
た
の
は
、
約

30
年
前
。
そ
の
当
時
は
兄
と
2
人
で
家
業
だ
っ

た
電
気
屋（
そ
の
後
は
Ｃ
Ｄ
シ
ョッ
プ
）を
経
営
し

て
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

業
種
で
し
た
が
、
本
当
は
完
成
さ
れ
た
製
品
を

売
る
の
で
は
な
く
、も
の
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
」

　

も
の
づ
く
り
に
憧
れ
て
い
た
横
須
賀
社
長
に

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
平
成
6
年
の
酒
税
法
改

正
。
ビ
ー
ル
の
製
造
に
必
要
な
年
間
最
低
生
産

量
の
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、小
規
模
ブ
ル
ワ
リ
ー（
ビ
ー
ル
醸
造
所
）

が
全
国
に
次
々
と
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
平
成

6
年
か
ら
11
年
ま
で
の
約
6
年
間
に
、
３
０
０

以
上
の
小
規
模
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
誕
生
し
、
こ
の
時

期
は「
地
ビ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
る
全
国
的
な
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

横
須
賀
社
長
は
、
脚
光
を
浴
び

始
め
た
ビ
ー
ル
づ
く
り
の
世
界
へ
飛
び

込
む
こ
と
を
決
意
。

　
「
も
ち
ろ
ん
ビ
ー
ル
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
法
改
正
で
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
業
界
な
の
で
、
新

規
参
入
し
て
も
発
展
す
る
余
地
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　

横
須
賀
社
長
は
、
県
内
で
立
ち

上
が
っ
た
ば
か
り
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
へ
平

成
8
年
に
入
社
し
、
ビ
ー
ル
作
り
の

技
術
を
１
か
ら
学
び
ま
す
。
ま
た
、

将
来
独
立
す
る
と
い
う
目
標
を
持

ち
、
醸
造
技
術
だ
け
で
な
く
、
営

業
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
な
ど
幅

広
く
学
び
、
工
場
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
統
括
責
任

者
と
し
て
腕
を
振
る
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
別
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
転
職
し
て
、
会
社

経
営
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
迎
え
た
平
成
20
年
、

2
社
で
得
た
約
10
年
間
の
経
験
や
知
識
の
蓄
積

を
持
って
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

独
立
と
地
ビ
ー
ル
ブ
ー
ム
の

沈
静
化

　

独
立
し
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
に
大
き
な
壁

が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。
地
ビ
ー
ル
ブ
ー
ム
の

沈
静
化
で
す
。

　

平
成
12
年
頃
か
ら
ブ
ー
ム
が
沈
静
化
し
、
全

国
に
あ
っ
た
地
ビ
ー
ル
会
社
は
数
を
減
ら
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
20
年
を
迎
え
た
頃
に
は
、
全
国

栃木マイクロブルワリー
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の
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
数
は
１
０
０
以
上
減
っ
た
と
横
須

賀
社
長
は
い
い
ま
す
。

　
「
独
立
し
た
時
に
は
、
す
で
に
地
ビ
ー
ル
ブ
ー

ム
が
終
わ
り
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
醸

造
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
味
が
安
定
し

な
か
っ
た
り
、
味
わ
い
の
多
様
性
に
乏
し
く
お
客

さ
ま
に
飽
き
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
。
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
ブ
ー
ム
の
終
わ
り
か
ら
低
迷
期
が

10
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
ね
」

　

し
か
し
そ
の
後
、
多
く
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
醸
造

技
術
を
向
上
さ
せ
、
熱
心
に
商
品
開
発
を
推
し

す
す
め
た
こ
と
で
再
評
価
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
欧
米
に
な
ら
っ
て「
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
良
さ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
原
材
料
を
使
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
味
わ
い
を
創
出
で
き
る

こ
と
で
す
。
通
常
の
ビ
ー
ル
作
り

で
は
で
き
な
い
野
菜
や
果
物
の
味

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
の
製
法
で
あ
れ
ば
可
能

で
す
。
今
ま
で
に
な
い
原
料
を
加

え
る
こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ー
ル
文

化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

国
内
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
も
創
意
工
夫

を
重
ね
、
第
２
次
ブ
ー
ム
が
到
来

し
ま
し
た
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
や

Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
経
営
の
柱
に

　

独
立
開
業
か
ら
第
２
次
ブ
ー
ム

ま
で
冬
の
時
代
が
続
い
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
業
界
。
横
須
賀
社
長
は
、
個
人
や
企

業
向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
の
受
託
製
造
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
「
醸
造
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
々

の
旬
な
食
材
を
片
端
か
ら
試
し
て
み
た
り
、
醸

造
方
法
を
工
夫
し
て
み
た
り
、
や
れ
る
こ
と
は

何
で
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
経
営

や
営
業
に
つ
い
て
も
学
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
、
経

営
の
柱
と
な
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
個
人
で
あ
れ
ば
結

婚
式
や
誕
生
日
、
金
婚
式
な
ど
の
節
目
の
お
祝

い
事
、
企
業
や
団
体
の
場
合
は
周
年
記
念
や
パ
ー

テ
ィ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
ビ
ー
ル
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
営
業
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
当
社
の
醸
造
免
許
は
、
マ

イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー
と
い
う
名
前
の
通
り
日
本
で

最
少
ク
ラ
ス
の
50
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
小
さ
な
生
産

ロ
ッ
ト
が
逆
に
小
回
り
が
き
い
て
個
人
や
企
業
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
や
す
く
、

味
わ
い
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
で
き
る
の
が
強
み
に
な

り
ま
し
た
。
逆
に
小
ロッ
ト
生
産
の
た
め
、
当
社

に
は
定
番
と
い
わ
れ
る
年

間
を
通
じ
た
商
品
が
な
い

ん
で
す（
笑
）」

　

お
客
さ
ま
の
味
の
好
み

や
要
望
、
そ
し
て
季
節
に

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
テ

イ
ス
ト
を
提
供
す
る
。
そ

の
柔
軟
性
こ
そ
が
同
社
の

定
番
商
品
だ
と
語
る
横
須

賀
社
長
。
現
在
は
、
酒
屋

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の

受
注
も
増
え
て
い
き
、
Ｏ

Ｅ
Ｍ
が
売
上
の
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
あ
れ
ば
生
産
以
外
の

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ブ
ル
ワ
リ
ー

側
は
ビ
ー
ル
の
醸
造
に
専
念
で
き
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

酒
税
法
の
改
正
か
ら
ブ
ル
ワ
リ
ー
業
界
に
飛

び
込
ん
だ
横
須
賀
社
長
。
現
在
は
後
進
の
育

成
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
次
ブ
ー
ム
で
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
増
え
つ
つ

あ
り
、
ビ
ー
ル
職
人
が
全
国
的
に
不
足
し
て
い

ま
す
。
私
は
酒
税
法
改
正
当
時
か
ら
業
界
に

い
る
の
で
ベ
テ
ラ
ン
世
代
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年

５
、６
カ
所
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
か
ら
依
頼
さ
れ
て

ビ
ー
ル
職
人
の
技
術
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
ブ
ル
ワ
リ
ー
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た

い
と
い
う
人
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
ま
す
。
国

内
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
文
化
は
地
ビ
ー
ル
か
ら

数
え
て
も
30
年
程
度
。
こ
の
業
界
が
さ
ら
に

発
展
す
る
た
め
に
は
、
人
材
育
成
や
相
互
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
私
の
知
識
や
技
術
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
広
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

特
集

2

5

栃木マイクロブルワリーのクラフトビール

栃木マイクロブルワリー 
横須賀貞夫社長

同社のクラフトビールを味わうことができるカウンター。商談に進むことも

醸造のプロセスを説明する横須賀社長

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」は
、栃
木
県

産
の
お
酒
で
乾
杯
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
、地
産
地
消
の
促
進
や
郷
土
を
誇
り
愛
す
る
社
会
機
運
醸
成
を

目
的
と
す
る
条
例
で
す
。施
行
後
10
年
を
記
念
し
て
地
元
の
お
酒
メ
ー
カ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。第
5
回

は
、日
本
で
最
も
小
さ
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
栃
木
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
す
。

特集 2  「とちぎの地元の酒で乾杯を推進する条例」施行から10 年
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株式会社ミツトヨフーズ
〒324-0608 

栃木県那須郡那珂川町健武2375
☎0287-92-1400

営業時間／平日午前９時～午後４時

　

濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
豆
乳
キ
ャ
ラ

メ
ル
生
サ
ブ
レ
、
そ
れ
が
「
ソ
イ
サ
ブ

ロ
ウ
」！ 

ほ
ろ
り
と
口
ど
け
の
良
い
豆
乳

キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、
豆
乳
を
じ
っ
く
り
煮
詰

め
て
作
ら
れ
て
お
り
、
豆
乳
本
来
の
風

味
を
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　

ゆ
ば
を
引
き
上
げ
た
後
の
濃
厚
な
豆

乳
が
、
サ
ブ
レ
と
の
絶
妙
な
組
み
合
わ

せ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。一
口
食
べ
れ

ば
、
豊
か
な
味
わ
い
が
口
の
中
に
広
が

り
ま
す
。

　

豆
乳
キ
ャ
ラ
メ
ル
生
サ
ブ
レ
の
新
し

い
世
界
を
堪
能
し
、
贅
沢
な
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
普
及
を
目
指

し
て
お
り
、
ゆ
ば
関
連
商
品
の
製
造
お

よ
び
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
ゆ
ば
巻
取
り
装
置
を

自
社
開
発
し
、
食
の
安
全
・
安
心
・
効

率
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ゆ
ば
の
こ
と
な
ら
当
社
に
お
任
せ
く

だ
さ
い
。

株式会社
ミツトヨフーズ

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

第５回宮フェス
『輝く宇都宮～ＤＥＬＩＧＨＴ』を開催

メンタルヘルスセミナーを開催

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
、
11
月
30
日（
土
）に
第
５
回
宮

フ
ェ
ス『
輝
く
宇
都
宮
～
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
～
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
オ
リ
オ
ン
通
り
・
オ
リ
オ
ン
ス

ク
エ
ア
・
オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町
イ
ベ
ン
ト
広

場
・
バ
ン
バ
市
民
広
場
の
４
カ
所
を
会
場
に
規

模
を
拡
大
し
て
開
催
。
6
万
人
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ（
喜
び
）」と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
掲
げ
た
目
標
を
み
ご
と

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

会
場
に
は
笑
顔
と
感
動
が
あ
ふ
れ
、
地
域
の

活
力
と
つ
な
が
り
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

表
現
の
場
を
提
供
し
、
そ
の
輝
き
を
共
有
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
さ
ま
、
出
店
者
・
出
演
者
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
来
場
者
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
も
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、
地
域
と
人
、

人
と
文
化
を
結
ぶ
大
切
な
場
と
し
て
宮
フ
ェ
ス

は
成
長
し
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
魅
力
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
目
指
し
、

挑
戦
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

１
月
21
日（
火
）に
、
会
員
増
強
委
員
会
の
企

画
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

女
性
部
メ
ン
バ
ー
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
究
所
代
表
の
藤
田
京
子
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
｢職
場
に
お
け
る
人
間
関
係
構

築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
｣を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
は
心
の
健

康
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
心
の
病
気
に
移
行
し

な
い
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
と
の
こ
と
で
、

職
場
内
に
お
い
て
は
、
経
営
者
側
と
従
業
員
側

で
の
受
け
止
め
方
の
違
い
に
よ
り
、
何
気
な
い

言
動
が
知
ら
な
い
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
、
事
例
を
交
え
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
女
性
部
の
活
動
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
会
員
増
強
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
会

員
親
睦
会
な
ど
を
開
催
し
、
女
性
部
会
員
の
交

流
の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メンバーで記念撮影

藤田講師とグループワークをする参加者

公式サイト

　

㈱
C
o
o
k
i
n
g 

& 

G
l
o
w
で
は
「
健
康

で
彩
り
の
あ
る
毎
日
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
保
存

料
不
使
用
に
こ
だ
わ
っ
た
「
宮
ぴ
く
る
す
」
を
完
全

手
作
業
で
生
産
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
採
れ
た
新
鮮

な
野
菜
と
、
宇
都
宮
で
創
業
２
４
０
年
、
北
関
東
唯
一

の
酢
蔵
「
中
野
嘉
兵
衛
商
店
」
で
作
ら
れ
た
も
ろ
み

酢
を
贅
沢
に
使
用
し
、
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
洋
風
、
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
し
た
和
風
、
は

ち
み
つ
を
加
え
た
ス
イ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
味
わ

い
を
お
届
け
し
ま
す
。

宮
ぴ
く
る
す（
１
６
０
ｇ
×
６
種
）

【
セ
ッ
ト
内
容
】
ぷ
ち
と
ま
と
×
1
、
い
ろ
い
ろ
野
菜

×
1
、
か
ん
ぴ
ょ
う
と
根
菜
×
1
、
宇
都
宮
産
し
い
た

け
×
1
、う
ず
ら
の
卵
×
1
、栃
木
県
産
大
豆
×
1

宮ぴくるす（160g×6種） 7,198円（税込）

㈱Cooking & Glow
宇都宮市中島町６１３　☎０２８-６１２-８６５０

営業時間／午前１０時～午後４時
定休日／土・日・祝

会員
情報局

お
店
コ
メ
ン
ト

豆乳キャラメル生サブレ  ソイサブロウ　1,380円（税込）



事業所の名称 所 在 地 電   話  業種または取扱品目
㈲セイベープランサービス 宇都宮市平松本町１１２３－１５ 028-638-2119 飲食（精肉、海産物、野菜等）

㈱山晃電気 宇都宮市海道町２－４  028-678-3710 配線工事、太陽光接・設定

まりえピアノ・リトミック教室 宇都宮市石井町２９９０－２７  090-7238-6039 音楽教室、ピアノレッスン

㈲玉一商店 宇都宮市簗瀬町１８３４－５  028-635-5898 厚焼き玉子製造販売

アトリエ　ア　プリオリ 宇都宮市西川田町２４５－１ 西川田総合住宅展示場２階マルチスペース2階 090-4128-4936 タロット　四柱推命　手相　占いバー

㈱野澤ホールディングス 宇都宮市瑞穂３－７－９  028-656-2851 不動産管理

㈱のず 宇都宮市瑞穂３－７－９  028-678-4070 小規模多機能型居宅介護

焼肉もうもう亭宇都宮店 宇都宮市鶴田町１５２８－１  028-689-9029 食肉（焼肉）

オッキブル猫専門店 宇都宮市若松原２－３－２９  080-4729-0022 ペットサロン

㈱阿久津設備 宇都宮市大谷町１３９６－１５  028-601-1702 水道設備工事

麦ぺこ 宇都宮市若草５－１３－１０  028-305-1143 パン・菓子類

B Kids 宇都宮市中央５－１８－６ サン＝テグジュビル２階 080-8341-3837 学習塾

アザレ化粧品宇都宮サロン 宇都宮市鶴田町２９０８－１ ゼンフォレストＡ棟１階 028-689-9103 化粧品

司法書士法人アベリア 東京都渋谷区恵比寿１－２０－２ 恵比寿ファーストビル５階 03-6826-2121 司法書士

ガーデンランド㈱ 宇都宮市上野町６０７５－１  028-660-4128 外構・庭　設計・施工

メインワークス㈱ 宇都宮市石井町３４１２－１１  028-612-5416 工芸品　プラスチック製品

高野工業 宇都宮市上野町７００１－３ パルテールⅢ１０３ 090-7411-4208 建設（鉄骨）

令和6（2024）年10月3日～令和6（2024）年11月30日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。
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新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介

　

当
所
で
は
、
宇
都
宮
市
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
昨
年
12
月
20
日（
金
）に

当
所
役
員
・
議
員
を
対
象
と
し
た「
ラ

イ
ト
ラ
イ
ン
駅
西
側
延
伸
と
都
心
部

ま
ち
づ
く
り
等
に
係
る
意
見
交
換

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
宇
都
宮
市
の
担
当
者
か

ら「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
駅
西
側
延
伸
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
」や

「
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
よ

る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
進

捗
状
況
」、「
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周

辺
地
区
の
整
備
」な
ど
に
つ
い
て
、

最
新
情
報
を
交
え
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

説
明
後
に
は
、
出
席
者
か
ら
宇
都

宮
市
担
当
者
へ
宇
都
宮
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）

「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
駅
西
側
延
伸

と
都
心
部
ま
ち
づ
く
り
等
に

係
る
意
見
交
換
会
」を
開
催

当日は２０人以上が参加

栃木県立宇都宮商業高等学校の栁田昌臣校長（右）へ表彰状を伝達

　

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、「
検
定

試
験
会
場
協
力
校
等
表
彰
」を
栃
木

県
立
宇
都
宮
商
業
高
等
学
校
に
授
与

し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
日
商
簿
記
検
定
試
験
の

試
験
会
場
と
し
て
65
年
余
に
わ
た
り

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、

検
定
試
験
の
施
行
時
に
は
、
担
当
教

員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
円
滑
な
試
験

施
行
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
ま
で
開
催
し

て
い
た
当
所
の「
３
級
簿
記
講
座
」に

お
い
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
担
当
教

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
座
で
は
、
地
元
企
業
の
従

業
員
等
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者
に

対
し
、
て
い
ね
い
な
ご
指
導
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
企
業
経
営
に
係
る

簿
記
の
重
要
性
な
ど
も
ご
教
示
い
た

だ
き
、
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
す
る

な
ど
、日
商
簿
記
検
定
試
験
の
普
及
・

啓
蒙
に
も
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
同
校
の
生
徒
か
ら
日

商
簿
記
検
定
試
験
の
合
格
者
を
多

数
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年

７
月
に
開
催
さ
れ
た「
第
１
回
全
国

高
等
学
校
日
商
簿
記
選
手
権
大
会

（
主
催
：
日
本
商
工
会
議
所
）」で
は
、

同
校
簿
記
部
の
生
徒
が
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
る
な
ど
、
産
業
人
材

の
育
成
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
て
、
日
商

簿
記
検
定
試
験
施
行
70
周
年
の
節
目

に
際
し
、
商
工
会
議
所
検
定
事
業
表

彰
規
則
に
基
づ
き「
検
定
試
験
会
場

協
力
校
等
表
彰
」を
授
与
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
20
日（
月
）に
は
同
校
に
お
い

て
、
当
所
野
原
専
務
理
事
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
多
大

な
る
ご
尽
力
に
対
し
、
改
め
て
謝
意

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

日
商
簿
記
検
定
試
験
施
行
70
周
年

県
立
宇
都
宮
商
業
高
校
に

表
彰
状
を
授
与総

務
部
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192,500円（税込）パンフレット
（A4以下、30gまで）

115,500円（税込）B4／A3
（二つ折り）

82,500円（税込）A4／B5

過去1年間で5回以上ご利用実績がある方は
さらに20%OFF！

■A4チラシの場合

※関係団体500団体にも発送

※当所会員向けのサービスです

＠110円×7,000社＝770,000円
有料折込サービスなら

82,500円！！

一般的なDMの場合

約70万円もコストダウン可能！

透明な袋に同封して発送します

　

本
誌
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
、
市

内
事
業
所
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
有

料
折
込
サ
ー
ビ
ス
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
を

７
０
０
０
部
ご
用
意
い
た
だ
き
、
会

報
誌
に
同
封
し
て
発
送
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

◎
企
業
向
け
広
告
に
強
い
！

　

市
内
約
６
５
０
０
事
業
所
の
代

表
者
宛
に
発
送
し
て
い
る
た
め
、
経

営
者
の
手
元
に
届
く
可
能
性
が
高
く
、

高
い
訴
求
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
高
い
開
封
率
！

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
袋
に
会
報「
天
地
人
」と
同

封
し
て
送
付
す
る
た
め
、
単
独
Ｄ
M

に
比
べ
て
高
い
開
封
率
が
期
待
で
き

ま
す
。

◎
発
送
コ
ス
ト
を
削
減
！

　

単
独
Ｄ
M
と
比
べ
て
発
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
申
込
方
法
】

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む
か
、
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

有
料
折
込
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

セ
ミ
ナ
ー
の
集
客
や
商
品・サ
ー
ビ
ス
の

P
R
に
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

総
務
部
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WEB天地人

上期 : 4月～9月　下期：10月～3月

サイズ : 天地 287mm×左右 200 mm 
袋裏側に1C印刷

220,000円(税込) （1回あたり約3万7000円）
※広告を制作する場合は別途制作費がかかります。

WEB天地人のメールフォームまたはお電話でお申し込みください

AI (CC まで対応 ) ／ＣMYK ／配置画像の埋込／フォン トの
アウトライン化／色の指定がある場合は「DIC カ ラーナンバ
ー」から指定

「宇都宮商工会議所の会員だから安心」「宇都宮商工会議所の会
員も利用者多数 !」などの宇都宮商工会議所が推奨しているよう
な表現を入れることはでき ません。

信書（特定の受取人に対し、差出人の意思を表示し、 または事実
を通知する 文書）に該当する表現をいれることはできません。

掲載期間

規　格

料　金

入稿ファイル形式

注意事項

申込方法

　

会
報「
天
地
人
」を
発
送
す
る
際

の
封
筒
へ
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
広
告
枠
は
会
員
限
定
サ
ー
ビ

ス
で
、
幅
広
い
広
告
を
展
開
で
き
る

た
め
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
を
ご
検

討
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
送
用
封
筒
裏
面
広
告
の
ご
案
内

会
報「
天
地
人
」封
入
袋
へ
の
広
告
掲
載
企
業
を
募
集

総
務
部
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WEB天地人

電
子
証
明
書

会
員
事
業
所
は

提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が

受
け
ら
れ
ま
す
！

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

総
務
部
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TDB電子認証サービスTypeA

㈱帝国データバンク

通常料金から 2,000円割引

セコムパスポート for G-ID

セコムトラストシステムズ㈱

行政書士電子証明書／一般向け電子証明書

2年版 ： 通常料金から 2,000円割引
3年版 ： 通常料金から 3,000円割引



Information

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部  TEL028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









1213 February 2025

㈱栃木銀行 野村證券㈱宇都宮支店

㈱みずほ銀行宇都宮支店 栃木信用金庫

㈱足利銀行 大和証券㈱宇都宮支店

経
営
支
援
部
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金
融
・
経
営
支
援
部
会

第
６
回
目
の
高
校
生
対
象
の
職
場
見
学
会
を
実
施

　

金
融
・
経
営
支
援
部
会（
富
川
善

守
部
会
長
、
㈱
栃
木
銀
行
専
務
取
締

役
）は
、
昨
年
12
月
19
日（
木
）に
、

第
６
回
目
と
な
る
高
校
生
対
象
の

職
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
職
場
見
学
会
は
、
高
校
生
に
金

融
業
界
へ
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
将
来
的
に
地
元
宇
都
宮

市
で
就
職
す
る
若
者
を
増
や
す
こ

鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
、
烏
山
信
用
金

庫
宇
都
宮
支
店
、
第
一
生
命
保
険
㈱

栃
木
支
社
の
12
社
に
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
、
栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
の
生
徒（
１
～
２
年
生
）36

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
職
場
見
学
の
ほ
か
、
業

務
の
一
部
体
験
や
若
手
職
員
と
の
懇

談
会
、
店
舗
内
見
学
等
、
就
職
の
心

と
を
目
的
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
㈱
栃
木
銀
行
、
野
村
證

券
㈱
宇
都
宮
支
店
、
㈱
み
ず
ほ
銀
行

宇
都
宮
支
店
、
栃
木
信
用
金
庫
、
㈱

足
利
銀
行
、
大
和
証
券
㈱
宇
都
宮
支

店
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
㈱
宇
都
宮

支
店
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
都

宮
支
店
、
㈱
筑
波
銀
行
宇
都
宮
支
店
、

構
え
や
実
際
の
業
務
イ
メ
ー
ジ
が
湧

く
よ
う
な
体
験
が
多
く
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
札
束
を

素
早
く
数
え
る
こ
と
や
、
普
段
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
え
た
こ
と
な
ど
、
と
て
も

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」「
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
職
員
の
方
か
ら
、
実
際

の
業
務
内
容
や
社
内
の
雰
囲
気
を
聞

け
て
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
今

回
参
加
し
た
経
験
を
、
今
後
の
進
路

を
決
め
る
際
や
、
日
々
の
生
活
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」な
ど
の
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
実
施
し
た
企
業
か
ら
は「
生

徒
の
意
識
の
高
さ
に
驚
い
た
」「
こ

の
職
場
見
学
会
が
生
徒
の
進
路
選
択

の
一
助
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
」「
銀

行
と
信
用
金
庫
の
違
い
を
明
確
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
金
融

業
界
の
業
務
へ
の
興
味
や
理
解
が
深

ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
ら
う

れ
し
く
思
う
」な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

生
徒
お
よ
び
企
業
双
方
に
有
意
義
な

職
場
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
の
抽
出
や
具
体
的
な
課

題
の
設
定
課
題
の
解
決
に
向
け
た

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
飲
食
業
・
宿
泊
業
等
専

門
窓
口
の
設
置
や
、
栃
木
県
信
用
保

証
協
会
と
の
連
携
支
援
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

窓口相談

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

ご
相
談

財務上の課題を持つ中小企業

ご相談
金融機関

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
法
人

の
役
員
は
除
く

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.65％
（令和7年1月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.65％
（令和7年1月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
の
取
り
扱
い
は
令
和
6
年

12
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
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専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 2月18日（火）、 3月11日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 3月5日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 2月21日（金) 午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
日　時	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、		
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（毎週木曜日・要予約）
日　時	 2月13日（木）、2月20日（木）、2月27日（木）、3月6日（木）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-670-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

東商ビジネススクール研修講座（共催：東京商工会議所）

年間約130 講座が
オンラインで受講可能

日　時	 ２月21日（金）  午前10時～午後４時30分
内　容	 貸借対照表（BS）・損益計算書（PL）・キャッシュフロー計算書

（CS）の『財務３表』をそれぞれバラバラに理解するのではな
く、相互の繋がりを確認しながら、会計の全体像と基本的な
仕組みを理解していく講座です。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

財務３表一体理解講座

日　時	 4月8日（火）  午前10時～午後４時30分
内　容	 社会人・企業人としての意識と心構えを醸成し、目的を持っ

て働くことを学びます。ビジネスマナーの重要性を理解し、
基本的なマナーを習得します。仕事の進め方の基本を理解し
ます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 ４月23日（水）  午後１時～４時30分
内　容	 事例を設定した上でグループ演習も取り入れながら理解を深

めます。報告連絡相談を行うことが目的にならないように「報・
連・相」それぞれの目的を理解していただきます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホームページ
　　　　　 （東商ビジネススクール研修講座）の専用申込
　　　　　  フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

新入社員ビジネス基礎講座
〔１日コース・オンライン〕

日　時	 ２月26日（水）  午前10時〜午後４時45分
内　容	 社会・労働保険の書類作成に重点を置き、各種届出書類の記

載例を交えながら解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円  

新入社員のための
「報・連・相」徹底訓練講座

Information

■研修内容

※令和６年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（東商ビジネススクール

研修講座）

社会保険実務講座〔実践編〕

日　時	 ３月６日（木）  午前10時～午後４時
内　容	 新任の貿易実務担当者や、これから貿易ビジネスを始める方

を対象に、貿易取引の一連の流れと基礎的な実務知識を解説
します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

貿易実務講座〔基礎編〕 講座No.203029

日　時	 ４月18日（金）  午後１時～４時
内　容	 新入社員の皆さんが普段から気を付けたいポイントを職場の

身近なケースを通じて学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

事例で学ぶ！ 新入社員のための
コンプライアンス講座 講座No.204201

　

宮
の
総
合
経
済
対
策
実
行
委

員
会
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
貨
物
運
送

事
業
者
お
よ
び
自
動
車
運
転
代

行
事
業
者
に
対
し
て
、
本
市
独

自
の
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
給
付
金
額（
一
台
当
た
り
）】

■
貨
物
運
送
事
業
者

◎
ト
ラ
ッ
ク（
６
０
０
０
円
）

◎
軽
自
動
車（
１
万
７
０
０
０
円
）

■
運
転
代
行
事
業
者

◎
随
伴
用
車
両（
２
万
円
）

※
対
象
車
両
に
は
市
が
指
定
し

た
要
件
あ
り

※
１
事
業
者
あ
た
り
の
車
両
数

に
は
上
限
あ
り

【
申
請
受
付
期
間
】

３
月
31
日（
月
）ま
で

【
申
請
回
数
】

１
事
業
者
に
つ
き

１
回
限
り

働
く
若
者
の
皆
さ
ま
へ

二
荒
テ
ラ
ス
の
ご
案
内

「
令
和
６
年
度 

宮
の
運
送

事
業
者
等
緊
急
支
援
金
」

の
支
給
を
開
始

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ティ
形
成
の
た
め
の

日
常
生
活
を
支
え
る
施
設
等
の
整
備
に
係
る

支
援
制
度
の
ご
案
内

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ

宇
都
宮
市
Ｎ
Ｃ
Ｃ
推
進
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
1
0
8

問合せ

宮
の
運
送
事
業
者
等

緊
急
支
援
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8-

6
3
2-

5
2
7
6

問合せ

宇
都
宮
市
Ｎ
Ｃ
Ｃ
推
進
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
5
6
3

二荒テラスの
Instagram

二荒テラスの
ホームページ

都市活動支援機能誘導
施設立地促進補助金

都市機能誘導施設
立地促進補助金

【所在地】	
宇都宮市馬場通り１-１-１

（二荒山神社 社務所隣り 旧二荒山会館）
【開館時間】 	
平日／正午～午後10時
土日祝／午前10時～午後10時

ミーティングルーム

フリースペース

宮の運送事業者等
緊急支援金公式サイト

　

宇
都
宮
市
で
は
、
働
く
若
者
の

皆
さ
ま
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ま

ち
な
か
の
居
場
所
と
し
て
、
令
和

５
年
11
月
、
二
荒
山
神
社
に
隣
接

す
る
二
荒
山
会
館
に「
二
荒
テ
ラ

ス
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
予
約
な
し
で
使
え

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
を
は
じ
め
、
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
や
電
源
を
備
え
て
お

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
に
応
じ
て
、
無
料
で
利
用
が
で

き
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
豊
か
で
便

利
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
中
心

部
や
駅
周
辺
な
ど
に
お
け
る
病
院
、

子
育
て
支
援
施
設
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
施
設
の

整
備
や
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
停
留
場

な
ど
の
周
辺
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
住
む
人
等

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
施
設

の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
宇
都
宮
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
二
荒
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
利
用
対
象
】

主
に
宇
都
宮
市
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
概
ね
30
代
ま
で
の
若
者

鉄道駅やライトライン停留場、主要なバス停留所など30カ所中心部や鉄道駅・地区市民センター周辺など市内18カ所

施設整備費・改修費・家賃の10％

対象施設を新築もしくは増築、改築、大規模改修、取得またはテナント入居し改修、賃借し、自ら施設を運営してサービス提供を行う事業者

◎施設整備費　 　 1億円（中心部は3億円）
◎改修費　  　3,300万円（中心部は1億円）
◎賃借料　　  　500万円／年 ※補助期間3年間
　     （中心部は1,500万円／年）

◎施設整備費　　5,000万円
◎改修費　　　　1,650万円
◎賃借料　　　　　250万円／年 ※補助期間3年間

コンビニエンスストアや都市活動支援施設
（誰もが利用可能な仕事、勉強、

交流の場としての空間を提供する施設）
医療・福祉、子育て支援、商業施設等

② 都市活動支援機能誘導施設立地促進補助金① 都市機能誘導施設立地促進補助金制度名

対象施設

対象者

補助率

限度額

対象区域
講座No.202949

講座No.202987

講座No.204226

講座No.204174



　

地
方
の
国
府
に
も
医
師
と
医
学
生
が
配

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
本
誌
令
和
6
年
12
月

号
に
記
し
ま
し
た
が
、
官
職
に
就
い
た
医
師

の
ほ
か
に
、民
間
の
医
師
も
存
在
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
「
里
中
医
」
と
呼
ば
れ
、
庶
民
の

治
療
に
も
当
た
っ
た
よ
う
で
す
が
、
薬
は
ど

の
よ
う
に
入
手
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

想
定
さ
れ
る
の
が
、
諸
国
に
配
属
さ
れ
た

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
で
す
。
各
地
の
国
分

寺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
国
分
寺
の
主
要
建
物

の
付
近
に
は
、
菜
園
や
薬
草
園
と
し
て
使
用

さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
空
閑
地
や
関
連
す
る

文
字
資
料
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代

の
僧
侶
は
仏
教
の
教
義
だ
け
で
な
く
、
医
学・

薬
学
や
暦
や
建
築
・
土
木
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
僧
た

ち
と
国
府
に
配
属
さ
れ
た
薬
園
師
た
ち
は
知

識
や
技
術
を
共
有
し
、
医
療
行
為
を
行
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
で
活
躍
し
た
僧
た
ち
の
医
療
行
為
に

つ
い
て
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
知

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
都
で
は
多
く
の

僧
が
皇
族
や
貴
族
の
病
気
・
出
産
な
ど
で
加

持
祈
祷
な
ど
も
含
め
、
何
ら
か
の
手
当
を
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

唐
招
提
寺
（
奈
良
県
奈
良
市
）の
開
祖
で

あ
り
、
日
本
に
戒
律
を
伝
え
る
た
め
幾
度

も
渡
航
を
試
み
た
後
、
7
5
3
年
に
入
国

し
た
鑑が

ん

真じ
ん

和わ

上じ
ょ
うは
、
仏
教
の
教
義
で
精
神

的
な
慰
安
を
与
え
る
ほ
か
、
豊
富
な
薬
物
の

知
識
を
有
し
、
実
際
に
治
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら
の

宮み
や

子こ

（
文
武
天
皇
夫
人
、
藤
原
不ふ

比ひ

等と

の
長
女
）
は
7
0
1
年
に
聖
武
天
皇

を
出
産
し
ま
し
た
が
、
病
の
た
め
一
度
も
実

の
子
で
あ
る
聖
武
帝
と
対
面
し
た
こ
と
が
な

く
、
7
3
7
年
、
宮
子
に
僧
正
の
玄げ

ん

昉ぼ
う

法
師

が
面
会
し
看
病
す
る
と
、
病
気
が 

一 

時
的
に

良
く
な
り
聖
武
天
皇
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
と

『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
で
仏
法
を
説
き
な
が
ら
橋

や
溜
池
の
築ち

く

堤て
い

、
道
普
請
な
ど
の
社
会
福

祉
活
動
を
し
た
行
基
は
、「
布ふ

施せ

屋や

」
と
い

わ
れ
る
救
済
施
設
を
設
け
て
罹り

患か
ん

し
た
人
々

を
救
済
し
ま
し
た
。

　

聖
武
天
皇
の
皇
后
で
藤
原
不
比
等
の
娘
の

光こ
う

明み
ょ
う

子し

は
7
3
0
年
に
皇
后
宮
職
に
悲ひ

田で
ん

院い
ん

（
貧
困
者
や
孤
児
な
ど
を
収
容
す
る
福

祉
施
設
）
と
施せ

薬や
く

院い
ん

（
病
人
を
収
容
し
、

治
療
や
薬
物
を
提
供
す
る
療
養
施
設
）
を

設
置
し
、
自
ら
も
病
人
の
入
浴
や
食
事
の
看

病
を
行
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
って
い
ま
す
。

　

皇
位
を
狙
っ
た
悪
僧
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
弓ゆ

削げ
の

道ど
う

鏡き
ょ
うは
、
7
6
1
年
、
平
城
宮
改

修
の
た
め
に
都
を
移
し
た
際
に
病
に
罹
っ
た
孝

謙
天
皇
を
看
病
し
ま
し
た
。
近
年
、
道
鏡

も
玄
昉
も
薬
を
使
用
し
た
内
科
的
治
療
の
ほ

か
、
産
後
う
つ
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
の
精
神
疾

患
の
治
療
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
精
神

科
的
な
医
療
行
為
を
お
こ
な
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
道
鏡
の
終
焉
の
地
は
下
野

薬
師
寺
（
下
野
市
）
で
す
が
、
同
市
石
橋
地

区
に
は
道
鏡
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
孝

謙
天
皇
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
平
安
時
代
に
な
る
と
、
9
世
紀
末

の
遣
唐
使
廃
止
ま
で
活
発
に
中
国
と
の
交

流
・
交
易
が
行
わ
れ
、
公
式
の
交
流
が
廃
止

さ
れ
て
も
大
宰
府
（
後
に
博
多
）
を
拠
点

と
し
て
交
流
が
継
続
さ
れ
、
中
国
医
学
に

基
づ
く
医
療
や
看
護
技
術
が
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
律
令
制
度
の
衰
退

や
末
法
思
想
の
影
響
か
ら
社
会
福
祉
制
度

は
衰
退
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
救
済
活
動

を
行
っ
た
の
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

聖ひ
じ
りと
し
て
知
ら
れ
た
空く

う

也や

上し
ょ
う

人に
ん

（
9
0
3

～
9
7
2
）
で
、
仏
教
の
布
教
活
動
と
共

に
疫
病
な
ど
で
倒
れ
放
置
さ
れ
た
無
縁
の
者

の
遺
体
の
火
葬
と
供
養
な
ど
の
社
会
活
動
を

行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
記
録
に
は
、
京
の
鴨
川
に
放

置
さ
れ
た
遺
体
は
3
0
0
0
を
超
え
て
数

え
き
れ
な
い
こ
と
、
現
在
、
浄
土
寺
院
な
ど

の
景
観
や
紅
葉
な
ど
で
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
鳥と

り

辺べ

野の

や
、
化

あ
だ
し

野の

、
嵯さ

峨が

野の

な
ど

が
埋
葬
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

相談できる

内容

経営のお悩みを
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無 料
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誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
わ
れ
る「
青
春
18
き
っ
ぷ
」。
Ｊ

Ｒ
線
の
全
区
間
の
普
通
・
快
速
列
車

が
１
日
乗
り
放
題
に
な
る
お
得
な
フ

リ
ー
切
符
で
す
が
、
実
際
に
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
学
生

の
頃
、
何
度
も
利
用
し
て
旅
を
し
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の「
青
春
18
き
っ
ぷ
」は
、
約
40
年

も
の
間
続
い
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ

の
冬
、
利
用
方
法
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
個
人
的
に
は
使
い
に
く
い

も
の
に
な
っ
た
印
象
で
す
。
で
は
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
見
て
み
ま

す
。

　

ま
ず
、
こ
の
切
符
は
春
休
み
・
夏

休
み
・
冬
休
み
の
期
間
に
の
み
発
売

さ
れ
る
も
の
で
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
乗
車
日
の
０
時
か
ら
24
時
ま

で
乗
り
放
題
の
切
符
５
回
分
が
セ
ッ

ト
で
、
料
金
１
万
１
０
０
０
円
＋
税

で
長
く
販
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特

急
な
ど
に
は
乗
れ
な
い
た
め
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
１
日
２
千
円
ち
ょ
っ

と
で
全
国
ど
こ
ま
で
も
行
け
る
の
は

魅
力
た
っ
ぷ
り
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

５
回
分
は
、
使
用
期
間
内
で
あ
れ
ば

別
の
日
に
分
け
て
使
う
こ
と
も
で
き
、

同
じ
ル
ー
ト
で
あ
れ
ば
１
枚
の
切
符

を
複
数
人
で
使
う
こ
と
も
可
能
で
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
冬
の
改
正
で
、
そ

れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

購
入
時
に
指
定
し
た
連
続
す
る
日
付

に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
枚

の
切
符
を
グ
ル
ー
プ
で
利
用
す
る
こ

と
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。
新
し

く
自
動
改
札
が
使
え
、
５
日
券
だ
け

で
な
く
３
日
券
が
加
わ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
鉄

道
フ
ァ
ン
の
間
で
は
賛
否
両
論
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
１

セ
ッ
ト
あ
れ
ば
、
３
人
で
一
緒
に
旅
が

で
き
た
の
で
す
が
、
改
正
後
は
３
枚

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
料
金
が
３

倍
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

話
は
戻
り
ま
す
が
、
私
が
学
生
の

頃
に
は「
青
春
18
き
っ
ぷ
」で
東
京
か
ら

大
垣
を
深
夜
走
る「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
な

が
ら
」号
に
乗
り
、
横
浜
か
ら
京
都
、

敦
賀
、
舞
鶴
を
通
っ
て
加
古
川
ま
で
の

ジ
グ
ザ
グ
ル
ー
ト
を
、
２
千
円
ち
ょ
っ

と
で
移
動
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

先
輩
と
一
緒
に
１
泊
２
日
で
紀
伊
半

島
一
周
の
お
得
旅
を
し
た
の
も
良
い

思
い
出
で
す
。
途
中
下
車
も
自
由
に

で
き
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
満
喫

す
る
に
は
最
高
の
切
符
で
し
た
。

　

現
在
は
、
深
夜
列
車
が
な
く
な
り
、

乗
れ
る
の
は
始
発
か
ら
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
早
く
て
便
利
な
移
動
で

は
見
ら
れ
な
い
景
色
を「
青
春
18
き
っ

ぷ
」で
堪
能
し
て
み
る
の
も
良
い
で
す

ね
。
家
族
や
大
切
な
人
た
ち
と
一 

緒

に
、
時
に
は
少
し
遠
回
り
を
し
て
時

間
を
か
け
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
も

心
に
残
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
冬
の
改
正
は
試
験
的
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
時
代

や
世
代
を
問
わ
ず
人
気
の
あ
る「
青
春

18
き
っ
ぷ
」で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

第23回

「『
青
春
18
き
っ
ぷ
』40
年
た
っ
て
の
大
改
正
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第23回

古代の医療制度④
下野市立しもつけ風土記の丘資料館  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレ
ビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の
鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合
わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

①眺めて宮っぺ    ②眺めて宮    ③スカイラウンジ宮    ④コミュニティーみや

〈今月号の答え〉  ② 眺めて宮
〈解説〉 平成19年にオープンした展望室で、愛称は一般公募で決まりました。城址公園をはじめとした市街地東部の景色が楽しめます。ぜひ足を運んで

みてください。

Ｑ. 宇都宮市役所の最上階に、展望室があります。そこはなんと呼ばれている？

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」

下野国分寺全景を復元した模型（下野市立しもつけ風土記の丘資料館蔵）
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は

専
門
性
の
高
い
分
野

　

日
々
一
生
懸
命
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
更
新
し
て
い
る
方
も
、

こ
れ
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
も
、
集
客

な
り
認
知
拡
大
な
り
、
何
か
し
ら
の
成
果
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
運
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

成
果
に
繋
げ
る
、一
番
の
近
道
は
「
自
己
流
で
や
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
己
流
で
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
そ
れ
は
「
自
分
の
感
覚
で
判
断
す
る
こ
と
を

や
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
成
果
の
出
な

い
人
の
8
割
は
こ
れ
が
原
因
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

と
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
が
全
く
異
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
今
ま
で
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
も

う
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
し

ら
の
目
標
や
成
果
を
設
定
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
ら

を
達
成
す
る
た
め
に
自
己
流
で
で
き
る
と
思
っ
て
し

ま
う
こ
と
自
体
が
間
違
い
な
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
身
近
な
ツ
ー
ル
が
故
に
「
自
己
流
で
も

で
き
る
」
と
思
っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
の
で
す
が
…

断
言
し
ま
す
。
自
己
流
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
継
続

し
て
運
用
し
て
い
れ
ば
、
ま
ぐ
れ
で
投
稿
が
当
た

っ
て
商
品
が
売
れ
た
り
、一
時
的
な
集
客
に
繋
が
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
そ
れ
は
、
や
は
り
偶
然
で
あ
り
、
継
続
は
し

ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
な
ぜ
売
れ
た
の
か
が
わ
か
ら

な
い
状
態
で
す
か
ら
、
次
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
運
用
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
で
す
よ
ね
。

　

ま
ず
認
識
し
て
ほ
し
い
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
は
専
門
性
の
高
い
分
野
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
む
し
ろ
、
こ
こ
数
年
で
専
門
分
野
に
な
っ
た

と
い
う
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
は
前
回
記
事
の
中
で
触
れ
た
、
消
費
者

の
情
報
収
集
が
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

お
り
、
今
の
時
代
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
立
派
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ー
ル
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
の
専
門
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば「
整
体
師
」と
い
う
職
種
が
あ
り
ま
す
。

整
体
師
は
国
家
資
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間

で
資
格
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
資
格
を
取

ら
な
く
て
も
整
体
師
と
名
乗
る
こ
と
は
で
き
る
わ

け
で
す
。

　

し
か
し
、
資
格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
人
の
身

体
に
触
れ
て
施
術
を
す
る
仕
事
で
す
か
ら
、
整
体

師
の
方
々
は
整
体
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
し
ま
す
。

学
校
に
通
い
学
ぶ
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
弟
子

入
り
な
ど
し
て
教
え
て
も
ら
う
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
友
人
に
マッ
サ
ー
ジ
が
上
手
い
と
言
わ
れ
た
か

ら
と
いっ
て
整
体
師
と
し
て
働
こ
う
と
思
う
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　

な
に
も
学
ば
ず
、
な
に
も
知
識
が
な
い
状
態
で

施
術
を
し
て
も
良
い
施
術
が
で
き
る
は
ず
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
誤
っ
た
施
術
で
お

客
さ
ま
に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
置
き
換
え

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

何
も
学
ば
ず
、
何
の
知
識
を
持
た
ず
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
が
ど
れ
だ
け
無

謀
な
こ
と
か
お
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
間
違
え
ば
、
悪
い
印
象
を
与
え
て
し
ま

っ
た
り
、
ク
レ
ー
ム
の
対
象
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
そ
う
い
う
モ
ノ
な
の
で
す
。

同
業
他
社
の
リ
サ
ー
チ
と
基
礎
を

学
ぶ
こ
と
が
成
功
へ
の
第
一
歩

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
み
よ
う
思
っ
て

い
る
方
や
、
や
っ
て
い
る
け
ど
成
果
に
繋
が
ら
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
「
リ
サ
ー
チ
」
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
同
業
他
社
が
ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

運
用
し
て
い
る
の
か
調
べ
る
の
で
す
。
Ｘ
や
Ｉｎｓ
ｔ

ａｇ
ｒａｍ
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔｏ
ｋ
、
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
な
ど

こ
れ
か
ら
使
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
同
業

他
社
は
ど
ん
な
投
稿
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、

同
業
他
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
調
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
が
ま
ず
第
一
歩
で
す
。

　

こ
の
リ
サ
ー
チ
を
せ
ず
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
始
め
た
方
は
、

結
果
が
で
な
い
と
言
い
続
け
る
方
が
と
て
も
多
い
で

す
。
灯
台
下
暗
し
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
結
果
が
出
な

い
と
悩
ん
で
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
そ
こ
で
成
果
を
あ
げ
て

い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
正
解

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
自
分
と
何
が
違
う
の
か
比
べ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
基
礎
的
な
部
分
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

基
礎
的
な
部
分
と
いっ
て
も
そ
ん
な
に
難
し
く
考
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
ツ
ー
ル
の
使
い
方
や
特

徴
な
ど
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
自
分
で
間
違
い
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
で
間
違
い
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
間
違
っ
た
自
己

判
断
を
極
力
防
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

基
礎
的
な
部
分
を
学
ぶ
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
で
す
。

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
市
や
県
な
ど
が
主
催
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
が
所
属
し
て
い

る
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
も
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
話
を
聞
く
だ
け
で
は

な
く
、
疑
問
に
思
う
こ
と
が
生
ま
れ
、
講
師
に
直

接
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
本
を
読
む
こ
と
で
す
。
書
店
に
行
け

ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
本
が
た

く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
基
礎

的
な
内
容
が
書
い
て
あ
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
本
を
選
ぶ
際
の
注
意
点
と
し
て
、
運
用

テ
ク
ニッ
ク
な
ど
を
メ
イ
ン
に
紹
介
し
て
い
る
も

の
は
お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。
基
礎
的
な
こ
と
を

理
解
し
て
い
な
い
方
が
テ
ク
ニッ
ク
を
学
ん
で
も

小
手
先
の
知
識
に
し
か
な
ら
ず
、
結
果
的
に
テ

ク
ニッ
ク
に
振
り
回
れ
て
し
ま
い
、
間
違
い
に
気

付
き
に
く
く
な
って
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
な
ど
で
学
ぶ
際
に
も
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
こ
と
を
発
信
し
て
い
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
テ

ク
ニッ
ク
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
、
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂ

ｅ
で
学
ぶ
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

最
後
は
直
接
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
ス

ク
ー
ル
に
通
っ
た
り
、
外
部
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
入
れ
た
り
し
て
、
直
接
指
導
を
受
け
る
方

法
で
す
。
こ
れ
が
何
よ
り
も
早
く
正
確
に
学
べ

ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
の

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
運
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
本
気
度
と

予
算
か
ら
判
断
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

栃
木
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
先
進
県
に
！

　

最
後
に
、
私
の
想
い
を
皆
さ
ま
に
伝
え
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
の
相
談
を

は
じ
め
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
、

自
身
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
な
ど
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
悩
み
や
課
題
を
お
聞

き
し
ま
す
。

　

悩
み
や
課
題
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
真
剣
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
向
き
合
っ
て
い
る
証

拠
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
真
剣
に
向
き
合
い
、
一

生
懸
命
運
用
し
て
い
る
の
に
結
果
に
繋
が
ら
な
い
。

そ
の
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
て
も
難
し
い
状
況
な
の
に

始
め
て
し
ま
う
。
ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
に
気
付
か
ず
に
運
用
を
続
け
て

し
ま
って
い
る
。

　

そ
ん
な
人
を
目
に
す
る
た
び
に
歯
痒
く
な
り
ま

す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
や
は
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
こ
と
を

も
っ
と
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
想
い
で
す
。

　

私
は
栃
木
県
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
強
い
県
に
し
た
い
と

い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
他
県
の
人
が
栃
木
県
を

訪
れ
た
際
、
ど
の
お
店
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
が
上

手
だ
ね
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
県
内
企
業
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
し
、
県
外
で
も
名
前

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
そ

ん
な
大
き
な
力
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　小規模事業者から大企業まで幅広く使われているＳＮＳ。全 5 回の連載も
最終回です。最後は SNS マーケティングで成果を出すコツをお伝えします。

S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

成
果
を
出
す
コ
ツ

３カ月待ちの

Ｗ Ｅ Ｂ コ ン サ ル タ ン ト が 教 え る

Ｓ Ｎ Ｓ 活 用 術 vol.5

３カ 月 待 ち の   ＷＥＢコンサルタントが教えるＳＮＳ活 用 術

連載「3カ月待ちのWEBコンサルタントが教えるＳＮＳ活用術」で
伝えてきた主な内容

ＳＮＳで人と情報が繋がる
マーケティングツールとして有効
手軽なため競合も多い

ＳＮＳは生活の一部

投稿を継続する
ターゲットを絞る
他者のＳＮＳをリサーチする

投稿計画と投稿ストックの作成
潜在層へアプローチする
セミナーや本などで基礎を学ぶ

ＳＮＳ運用の注意

ＳＮＳ運用のポイント

BUTTON agent

蓬
よもぎ

田
だ

  弘
ひろ

臣
おみ

（栃木県よろず支援拠点コーディネーター）

ＷＥＢ・ＳＮＳマーケティングやＥＣ活用などを得意
とするＷＥＢコンサルタント。栃木県よろず支援拠
点コーディネータ̶を務め、当所創業スクールの
講師としても活躍。次の予約は３カ月待ちといわ
れるほど事業者から高い評価を得ている。

2024年10月と11月に開催した宇都宮商工会議所主催
「Instagram活用 ＳＮＳマーケティングセミナー」には約20人が参加した
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二
荒
山
神
社
前
に
あ
る

老
舗
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
か
ら
徒
歩
１
分
、
大
通

り
南
側
に
あ
る
５
階
建
て
の
「
真
清
館
ビ
ル
」。

ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
㈲
真
清
館
の
清
水
紅く

壬み

子こ

社
長
は
、
各
フ
ロ
ア
を
テ
ナ
ン
ト
貸
し
す
る

不
動
産
賃
貸
業
を
営
む
と
と
も
に
、
５
階
で
レ

て
た
も
の
で
、
今
年
で
27
年
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
立
地
が

よ
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
フ
ロ
ア
に

テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
２

年
ほ
ど
テ
ナ
ン
ト
が
空
い
た
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
空
い
て
い

た
の
は
３
階
と
４
階
フ
ロ
ア
で

す
。
３
階
は
引
き
続
き
入
居
者

を
募
集
す
る
一
方
で
、
４
階
を

使
っ
て
自
社
で
新
規
事
業
を
立

ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
ま

し
た
」

　

こ
の
ビ
ル
は
宇
都
宮
市
の
中
心

市
街
地
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
や

ビ
ジ
ネ
ス
客
が
多
い
地
域
で
、
将
来
的
に
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
西
伸
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
魅
力

的
な
場
所
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
、
清
水
社
長
に
よ
れ
ば
、
市
街
地
再
開

発
区
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
テ
ナ
ン
ト
に
と
っ
て
は

大
規
模
な
改
装
な
ど
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
入

居
で
き
る
方
が
限
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
う
いっ
た

背
景
も
あ
り
、
清
水
社
長
自
ら
が
新
規
事
業
を

手
が
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

社
長
の
強
み
を

生
か
し
た
新
規
事
業

　

清
水
社
長
は
、
山
野
流
着
装
教
室
で
和
服

の
着
付
け
な
ど
を
学
び
、
現
在
は
宇
都
宮
市
や

東
京
都
の
着
付
教
室
で
後
進
の
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
関
係
で
着
物
業
界
全
般
に
精
通

し
、
加
え
て
茶
道
や
花
道
、
美
容
な
ど
に
も
強

く
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
績
や
技
術
、
経
験
を
活
用
す
る

新
規
事
業
と
し
て
清
水
社
長
が
構
想
し
た
も
の

は
、「
留
袖
（
※
）
レ
ン
タ
ル
事
業
と
日
本
文
化

体
験
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
２
つ
で
し
た
。
い
ず
れ

も
日
本
文
化
を
核
と
し
た
事
業
で
す
。

　

留
袖
レ
ン
タ
ル
事
業
は
40
代
〜
60
代
の
女
性

を
対
象
に
、
留
袖
を
着
付
け
込
み
で
レ
ン
タ
ル

す
る
も
の
で
す
。
社
長
自
身
が
既
に
所
有
し
て

い
る
留
袖
が
20
種
類
以
上
あ
っ
た
こ
と
も
事
業
の

立
ち
上
げ
に
有
利
で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
の
体
験
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
「
着
物
サ
ロ
ン
＆
ド
レ
ッ
シ
ン
グ  

ス
テ
ラ
」

と
称
し
、
プ
ロ
が
着
付
け
を
行
い
、
茶
道
体
験
、

日
本
舞
踊
鑑
賞
、
神
社
の
参
詣
な
ど
を
楽
し
む
文

化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。
主
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
県
内
在
住
の
外
国
人
を
客
層
と
し
て
想

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
「
近
年
は
宇
都
宮
市
内
の
着
物
レ
ン
タ
ル
業
者
が

減
っ
て
お
り
、
留
袖
を
手
が
け
る
業
者
が
栃
木
県

内
で
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
着

付
け
や
ヘ
ア
セ
ッ
ト
も
込
み
の
レ
ン
タ
ル
は
ニ
ー
ズ
が

高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
プ
ロ
が
着
付
け
を

行
い
、
徒
歩
１
分
の
場
所
に
あ
る
二
荒
山
神
社
で

参
詣
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
装
い
か
ら

日
本
文
化
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

清
水
社
長
は
新
規
事
業
の
開
始
に
向
け
て
、
当

所
へ
事
業
資
金
調
達
方
法
を
相
談
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

※
留
袖　

既
婚
女
性
が
着
る
着
物
と
し
て
は
最

も
格
が
高
い
着
物
で
、
結
婚
式
や
披
露
宴
な
ど

の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
着
用
さ
れ
ま
す
。
袖
が

短
く
、
着
物
の
裾
部
分
だ
け
に
模
様
が
入
っ
て

い
ま
す
。

清
水
社
長
の
思
い
を

文
字
に
す
る

　

昨
年
10
月
初
旬
に
清
水
社
長
か
ら
相
談
を
受

け
た
川
村
成
仁
経
営
指
導
員
は
、
資
金
調
達
を

検
討
、
新
規
事
業
の
文
章
化(

計
画
書
の
策
定)

を
提
案
し
ま
す
。

　
「
清
水
社
長
は
、
以
前
か
ら
当
所
の
会
員
と
し

て
会
合
等
に
も
参
加
し
て
い
た
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
手
が
け
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

新
し
い
事
業
を
検
討
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
た
の

で
、
清
水
社
長
の
思
い
を
ま
ず
文
章
化
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

る
際
に
事
業
計
画
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
で
す
し
、
思
い
を
文
章
化
す
る
こ
と
は
計
画

の
見
直
し
や
課
題
の
整
理
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
事
業
計
画
書
策
定
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
場
規
模
の
確
認
や
商

圏
分
析
な
ど
も
行
い
つつ
、
専
門
家
を
交
え
た
計
画

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
」

　

清
水
社
長
は
、
約
２
カ
月
の
間
で
川
村
経
営
指

導
員
と
６
回
以
上
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
事
業

計
画
の
策
定
が
完
了
し
ま
す
。
清
水
社
長
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
川
村
経
営
指
導
員
も
驚
い
た
と
い
い
ま

す
。

　
「
新
し
い
挑
戦
を
い
と
わ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ

れ
る
方
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
相
談
を
重
ね

る
ご
と
に
計
画
の
内
容
が
磨
き
上
げ
ら
れ
て
い
き
、

清
水
社
長
の
熱
意
を
感
じ
ま
し

た
。
計
画
の
策
定
が
進
む
に
つ

れ
て
課
題
が
明
確
に
な
る
と
と

も
に
、
市
場
調
査
に
よ
っ
て
実

現
可
能
性
に
も
数
字
的
な
裏
付

け
が
さ
れ
て
い
き
、
清
水
社
長

の
思
い
が
よ
り
具
体
化
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
」

　

事
業
計
画
書
が
完
成
し
た
こ

と
で
資
金
調
達
も
順
調
に
進

み
、
新
年
か
ら
新
規
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
チ

ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
通
じ
て
宣

伝
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
え
た
い
と
い
う
清
水
社
長
の
思
い

は
、
実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
だ
し
ま
し

た
。
そ
の
情
熱
と
日
本
文
化
へ
の
深
い
造
詣

は
、
こ
れ
か
ら
地
域
に
新
し
い
風
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
規
事
業
計
画
書
策
定
を

通
じ
た
経
営
支
援

企  業  名  有限会社真清館
代表者名　清水　紅壬子
創　　業　明治10年
会社設立　昭和28年
所  在  地  宇都宮市馬場通り2-3-6  
 真清館ビル
従  業  員 役員3人、従業員3人
 （パート含む）
事業内容　飲食業および不動産賃貸業

〈利用した主な支援メニュー〉
◎経営指導員による事業計画策定支援
◎ 新規事業計画のブラッシュアップに向

けた専門家派遣（エキスパート・バンク）
◎マル経融資による資金調達

宇都宮商工会議所

川村  成
し げ

仁
ひ と

 経営指導員

今回ご紹介する事業者

清水紅壬子社長（右）と川村経営指導員（左）

何度も打ち合わせを重ねて事業計画を策定留袖だけでなく七五三や小紋、訪問着も取り揃えている

日本文化体験サービス事業の様子

経営指導員の

サポートストーリー

第5回

ス
ト
ラ
ン
「
オ
ス
テ
リ
ア
・ベ
ヴ
ィ
」
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
場
所
で
事
業
を
始
め
た
の
は
明
治
10

年
。
今
か
ら
1
5
0
年
以
上
前
に
創
業
し
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　
「
明
治
10
年
の
創
業
は
記
録
が
残
っ
て
い
る
年
で

あ
っ
て
、
実
際
に
は
江
戸
時
代
、
享
保
年
間

（
1
7
1
6
〜
3
6
）
頃
に
は
す
で
に
商
売
を
始

め
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ビ
ル
は
平
成
10
年
に
建

　経営指導員は小規模事業者の皆さまが抱える課題の解
決に向けて、ともに考えながらサポートを行います。小規模
事業者の支援に関する法律に基づいた活動で、今回の事
業計画書の策定支援もその一つです。

経営指導員による事業計画策定支援

●事業計画書の策定　●補助金の申請
●記帳の仕方　●資金繰り  など

経営支援部
TEL.028-637-3131

問合せ

経営指導員の主な支援内容

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
は
経
営
指
導
員
や
経
営
支
援
員
が
、経
営
に
関
す
る
幅
広
い
相
談
を
受
け
、相
談
内

容
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。身
近
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、実
際

に
事
業
者
か
ら
受
け
た
相
談
と
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集3  経営指導員のサポートストーリー



　　UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

2月
February

　　 MITOMAEBASHI

うるま市
Okinawa

友 好 都 市
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　能登半島地震によって、珠洲市と輪島市の人口
は30％減少しているという報道がありました。
30％という数字が危機感を抱かせる一方、静か
なる有事と言われるほど普段の生活では実感がで
きないものになっています。
　しかし、企業の皆さまは採用活動で人口減少に直面している
のではないでしょうか。採用活動をしても募集が来ない、人が
定着せずに辞めていく。
　若い世代の価値観が経営者世代とは異なることを認め、柔軟
に対応していくことができるリーダーが、これからは必要なの
かもしれませんね。

心に潤いを

ミュージアムガイド

23 February 2025 22

　

百
人
一
首
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
宇

都
宮
市
で
は
、古
く
か
ら
の
文
化
に

親
し
み
、百
人
一
首
が
誕
生
す
る
契

機
を
つ
く
っ
た
歴
史
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、毎
年「
う
つ
の
み

や
百
人
一
首
市
民
大
会
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
市
民
大
会
が
令
和
6
年
11
月

に
第
30
回
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、宇
都
宮
市
内
の
百
人
一
首
ゆ
か

り
の
地
に「
百
人
一
首
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
」を
設
置
し
ま
し
た
。ま
ち

歩
き
な
ど
を
通
し
て
ぜ
ひ
見
つ
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
百
人
一
首
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

【
設
置
場
所
】

◎
二
荒
山
神
社
大
鳥
居
前（
馬
場
通

り
１
丁
目
）

◎
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
駅
東
公
園
前
電

停
付
近（
東
宿
郷
５
丁
目
）

◎
宇
都
宮
城
址
公
園
北
側
入
口
付
近

（
本
丸
町
）

　

う
る
ま
市
は
、
沖
縄
本
島

の
中
で
も
自
然
の
美
し
さ
や

文
化
、
歴
史
が
豊
か
な
場
所

で
す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多

彩
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

方
が
で
き
ま
す
。

『
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
旅
』

　

う
る
ま
市
の
歴
史
民
俗
資

料
館
や
浜
比
嘉
島
の
比
嘉
神

社
を
訪
れ
、
沖
縄
の
伝
統
や

神
聖
な
雰
囲
気
を
感
じ
な
が

ら
、
絶
景
を
楽
し
む
旅
で
す
。

『
う
る
ま
の
海
で

　
　

遊
び
尽
く
す
旅
』

　

エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー
チ
で

の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や

B
B
Q
、
海
中
道
路
の
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
、
海
と
自
然
を
存

分
に
楽
し
む
1
日
を
過
ご
せ

ま
す
。

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

　
　

自
然
を
楽
し
む
旅
』

　

自
然
公
園
や
沖
縄
海
洋
博

公
園
で
の
散
策
、
浜
比
嘉
島

で
の
ビ
ー
チ
遊
び
な
ど
、
親

子
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
な

が
ら
沖
縄
の
自
然
に
触
れ
合

う
旅
で
す
。

宇都宮の趣深いマンホール　
百人一首デザインマンホール

頭の体操をはじめよう！ 漢字詰めクロスワードパズル

〒320-0806 
栃木県宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係

先月号の答え : 大福茶

●応募方法
以下の解答フォームを読み取り、メールフォームから解答してください。ハガキの場合は、住所、
氏名明記の上、宇都宮商工会議所「天地人」担当（下記）までお寄せください。正解者の中から
5名様に500円分の図書カードをさし上げます。締め切り2月28日到着分まで。
※当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報保護法に基づき、いただいた情報は上記目的以外には使用しません。

解答フォーム

※最新情報は、主催者にお問い合わせください。

第129回 水戸の梅まつりが
開幕します ！

問合せ／	（一社）うるま市観光物産協会
	 （うるま市川崎468 2階）  ☎098-989-1148

問合せ／	宇都宮市魅力創造部　文化都市推進課　文化芸術振興グループ
	 ☎０２８-６３２-２７６７

　

水
戸
の
春
は
梅
の
花
か

ら
。
季
節
や
わ
ら
ぐ
早
春
に

ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
出
す
花
々

が
、
水
戸
に
少
し
早
い
春

の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
ま

す
。 

早
春
の
香
り
に
誘
わ

れ
て
花
の
旅
に
出
か
け
ま
せ

ん
か
。
偕
楽
園
の
園
内
に
は

約
１
０
０
品
種
３
０
０
０

本
、
弘
道
館
に
は
約
60
品
種

８
０
０
本
の
梅
が
美
し
く
咲

き
誇
り
ま
す
。

　

今
年
の
梅
ま
つ
り
は
、
新
た

な
演
出
に
よ
る
偕
楽
園
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ「
偕
楽
園 

U
M
E 

T
h
e 

L
i
g
h
t
s
」
や

「
夜
・
梅
・
祭
２
０
２
５
～

水
戸
城
～
」、「
全
国
梅
酒
ま

つ
り 

in 

水
戸
２
０
２
５
」な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！ 

二荒山神社大鳥居前にある小野小町のデザイン

第129回 水戸の梅まつり

●ルール
リストから漢字を選び、空いたマスを埋めてクロスワードを完成させましょう。
◎ひとつの文字は１回しか使えません。
◎最後に、A 〜 C のマスに入る漢字でできる三字熟語を答えてください。

スマホやＰＣでの変換頼みで
忘れがちな漢字を脳トレで思い出そう！

企画展「よむ あむ うつす 勝城蒼鳳展―人間国宝に訊く竹の道」
3月23日（日）まで
　本展は、2023年１月に逝去した竹工芸家、勝城蒼鳳（かつしろ　そうほう
1934－2023)を追悼する展覧会です。栃木県那須郡高林村（現・那須塩原市）に
生まれた勝城は、自らが目にした自然の景色を伸びやかで力強い唯一無二の竹の
造形へと昇華させ、2005年、重要無形文化財「竹
工芸」保持者（通称「人間国宝」）に認定されました。
自然から受けた感動を「俳句」に詠み、極限まで抽象
化し、そのイメージにあわせて新たな技法をも生み
出しながら造形化する勝城は、まさに竹の“アーティス
ト”と言えるでしょう。（中略）本展では勝城の名品約
60件とともに、作品を読み解くヒントとなる俳句や、
蔵書に書き留められた言葉、座右の銘等もあわせて
紹介し、初期から晩年までの歩みをたどります。創造
の源泉に触れながら、勝城が紡ぎ出す豊穣なる竹の
世界をお楽しみください。（当館チラシより）
一般＝1,200円／大・高生＝600円／中学生以下無料

2024年12月29日（日）〜 2025年2月15日（土）までメンテナンスのため休館

テーマ展「ヘビなんて、キライ！」
３月２日（日）まで
　「自然系の学芸員だから、きっと生きものが大好きなのだろう」というのが、多
くの方の自然系の学芸員に対するイメージかと思います。しかし、私は脊椎動物
の担当でありながら、ヘビが大の苦手です。みなさんのイメージと私とのギャッ
プを逆手にとり、この展示を企画しました。
　今回の展示では、アンケートをもとにヘビ嫌いな人が苦手にしていること（毒、
動きなど）に注目し、紹介します。また、ヘビにまつわる言い伝えやお祭りなども
紹介します。
　ヘビが嫌いな人には、今まで苦手で知らなかったことを、知る場にしてもらった
り、ヘビが好きな人には、「ヘビが嫌いな人はこんな
ところが苦手なのか」と知ってもらったりする機会とな
ればいいなと思います。（当館ホームページより）
一般＝260円／大・高生＝120円／中学生以下無料

第１２９回 
水戸の梅まつり

公式サイト

※最新情報は各施設にお問い合わせください。

栃木県立美術館　☎028-621-3566 栃木県立博物館　☎028-634-1311�

宇都宮美術館　☎028-643-0100�

宇都宮市が初めて国内の都市と
友好都市提携を結んだ
沖縄県うるま市の魅力をお伝えします。

期間／2月11日（火・祝）～3月20日（木・祝）
会場／偕楽園・弘道館
問合せ／水戸観光コンベンション協会　☎029-224-0441

宇都宮市の
紹介ページ

応募先

学 一 生 割 合
引 水 戦 雪 有
花 草 吹

年晶
中 望 履

息
範
模 様

校 増

地

挑
B

A

C

う
る
ま
市
を

楽
し
む
旅

　

赤
城
大
沼
は
赤
城
山
に

あ
る
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
標

高
１
３
４
５
ｍ
、
面
積
は

88
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
深
さ
は

最
も
深
い
と
こ
ろ
で
17
·５

ｍ
。
関
東
で
は
数
少
な
い

氷
上
ワ
カ
サ
ギ
穴
釣
り
を

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

全
面
結
氷
し
た
湖
上
の
異

空
間
を
楽
し
ん
だ
ら
、
釣

り
上
げ
た
ワ
カ
サ
ギ
は
各

店
舗
で
揚
げ
て
も
ら
っ
て

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
橋
市
街
地
と
比
較
し
て

も
、
夏
は
７
〜
８
度
、
冬

は
10
〜
15
度
気
温
が
低
い

前橋市赤城山大沼の
ワカサギ釣り解禁中

住所／〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山8　
営業期間／ 3月末終了予定（7:00〜16:00）
料金／入漁料１日券 800円
※氷上の状況によっては実施できない場合があります。

【レンタル品】
・竿セット（竿、しかけ、エサ付き）	 1500円〜
・おひとり様用テント	 1500円〜
・氷穴あけドリル（1時間）	 1000円
問合せ／赤城大沼漁業協同組合（青木旅館） 
☎027-287-8511

た
め
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
の
着
用
が
必

須
。
衣
類
の
防
寒
対
策

は
お
忘
れ
な
く
！

前橋市赤城山大沼のワカサギ釣り
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